
（様式２） 

令和６年度学校応援団 特色ある実践事例  

学   校   名  実 施 月 日  学校応援団参加延べ人数  

柳井市立 柳井中 学校  １月～３月  ４５人  

１ 活動名  

   ・「放課後学習会（ライゴンスクール）」での学習支援  

   毎週水曜日 15:20～16:20 

２ 活動内容  

(1)  支援の概要  

参加を希望する生徒に対して、学校応援団が主体となり学習をサポートする。  

(2)  経緯  

      令和５年度から、毎週１度「学力向上タイム」（令和４年度から毎週水曜日（14:35

～14:55）に全校一斉に補充学習をする）を実施している。令和６年７月からは、

学校応援団が２年生数学の学習をサポートしている。しかし、学校応援団定例会

等で、基礎的・基本的な学力を向上させるためには子供たちがさらに学ぶ環境を

つくることができないか、という発案があり「放課後学習会（ライゴンスクール）」

がスタートした。  

(3)  学習の様子  

   生徒は、楽しそうに「放課後学習会（ライゴンスクール）」にやって来る。数学

担当の教諭は準備した基礎的・基本的な内容を確認する問題を用意しており、生

徒たちは来室すると応援団の方とあいさつを交わし、学習をはじめる。  

応援団の方は、まるつけをしたり、生徒の質問に答えたりしている。回を重ね

るごとに互いに名前を覚え、距離感が縮まっているように見える。  

    

３ 子どもたちの声  

   「楽しいです。わからないところを教えてもらってできるようになるし、でき

るところはもう一度やって『できた』と思えるからうれしいです。だから、

勉強しようという気持ちになります。」  

   「わかりやすく教えてもらってうれしいです」  

４ 学校応援団の方の声（感想など）  

   「やる気になっていることや、数学のテストで点数が上がったことを聞くとう

れしいです。」  

「私たちももっと人数を増やしていけるといいです。」  

   「始まったばかりの活動ですので、試行錯誤しながらより優れた支援の方法を

見つけだしていきたいと思います。」  

 


